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★入会（年会費3000 円）、カンパ随時受付中★ 
※住所・氏名・電話・メールアドレスを明記の上、下記にご入金ください。 

郵便振替 ００１００－９－４９９９５０    加入者名  キューバ友好円卓会議 

 

会場 

カフェ・イ・リブロス 
〒141-0021 

東京都品川区上大崎２-20-４ 

TEL 03-6228-0234 

 

ＪＲ「目黒駅」西口から徒歩 

５分（ＭＡＰ参照） 
 
 

参加費 1000 円 

※ドリンク＆スナックは 

別料金です。 
 
キューバビールやキューバ

リブレなどをご用意して 

お待ちしています。 

 

12月８日 （土） 

18：30～21：00 

18：00～ 受付（予約は不要です） 

18：30～ オープニング＆キューバ画像上映 

18：55～ キューバ最新トーク＆プチライブ 

19：40～ レッスン＆パフォーマンス＆フリータイム 

21：00  終了予定 

 

カフェ・イ・リブロス 

 

今年９月、キューバへダンスの研修旅行に出かけた 

サルサインストラクターの Yoriko さん。 

キューバは５回目！ キューバ音楽とサルサを通して 

出会ったキューバとは……。 

いつもとは一味ちがったキューバフォーラムです♪ 

 

 

出演者 

Hiro & Yoriko  
東京キューバンサルサ 

 
キューバへの 

ダンス留学を経て、 

今やキューバ人の 

心を体現するペア 

2012 年 11月 15日 
Ｓａｌｕｄ！★ 11 号 

７ 
 

●キューバ友好円卓会議 通信 
e-mail：cuba.entaku.0803@gmail.com 
FAX 03‐3415‐9292  http://cubaentaku.web.fc2.com/ 
〒157-0073 東京都世田谷区砧8-15-14-101 

 

キューバトーク＆サルサレッスン＆パフォーマンス 

ハリケーン“サンディ” 

被害者支援イベント 
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友好団体から見た 

キューバ共和国 
 

2012年９月20日 

                キューバ友好円卓会議・共同代表  

岩垂 弘 
 

 「キューバ友好円卓会議」は、キューバ共和国との友

好促進を目指す日本人の団体です。日本には、キューバ

共和国との友好促進を掲げて活動している団体がいくつ

もあり、キューバ友好円卓会議もその一つですが、いか

なる政党からも独立した、一般市民中心の民間団体であ

るという点に特徴があります。 

 キューバ友好円卓会議は2003年９月に設立されまし

た。設立の中心になったのは1998年にキューバを訪問

した学者、ジャーナリスト、生活協同組合員らでした。

いくつかの団体と個人がこれに加盟しました。 

 キューバ友好円卓会議設立の目的は「キューバとの友

好促進」と「キューバに関する情報交換と情報の発信」

でした。というのは、まず、日本国民の間でキューバに

対する関心が高いにもかかわらず、キューバは日本から

遠く離れた国であるためこの国に関する情報が極めて乏

しかったからです。それに、それまではキューバに関す

る情報は米国経由でもたらされるものが圧倒的に多かっ

たため、キューバの実情が日本になかなか正確に伝わり

にくいという傾向が強かった。だから、キューバに関す

る情報をできるだけ正確に、それも直に日本国民に伝え

ようと、円卓会議設立の中心メンバーは思い立ったわけ

です。 

 以来、そうした目標を実現するために、私たちは年に

１～２回、イベント（フォーラム、シンポジウム、講演

会など）を主として東京で開催してきました。 

 現在、個人会員は120人を数えます。主な団体会員に

は、日本における有力な生活協同組合組織の一つ、パル

システム生活協同組合連合会 （組合員134万人、本部・

東京）、国際交流ＮＧＯのピースボート（本部・東京）が

います。 

このほか、会報『サルー！』の読者が約600人おりま 

 

 

す。円卓会議の運営は、会費やイベント参加費に 

よってまかなわれています。 

 

 私たちがこれまでイベントを通じて努力してきたこと

は、キューバの実情を出来るだけ多面的かつ正確に日本 

国民に伝えることでしたが、とりわけ、この国の医療、

教育、有機農業の実態を伝えようと努めてきました。な

ぜなら、これらの分野で、この国が世界的な水準に達し

ており、大きな成果を上げていると考えたからです。さ

らに、日本もこの分野でキューバから学ぶことが多いの

ではないか、と考えたからです。 

 まず、キューバにおける医療の現状を知るために、キ

ューバから医師を招いて話を聞きました。この中には、

キューバの工業大臣だったチェ・ゲバラの長女で小児科

医のアレイダ・ゲバラさんも含まれています。また、円

卓会議が組織した医療視察団をキューバ派遣しました。

さらに、キューバの医療に詳しい日本人医師や研究者の

話を聞くなどしてきました。 

 この結果、私たちはこの国の医療水準が世界的にも高

いことを改めて認識しました。まず、医師の数ですが、

2003年時点で66，000余人。人口比では日本の３倍以

上でした。医療水準を示す指標の一つに乳幼児死亡率が

ありますが、2006年時点でのキューバのそれは1000

人あたり５・８人で、これはイギリスと同じレベル、米

国より低い数値でした。緑内障手術、心臓外科、精神医

療などでは世界のトップレベルにあることも知りました。 

 そして、何よりも私たちの関心を集めたのは「ファミ

リードクター制度」です。１人の医師が120～160家族

を受け持ち、住民１人ひとりの生活状況を把握した上で

予防や治療を行い、避妊や出産、性教育などの相談にの

ります。つまり、地域医療が国の隅々にまで完備されて

いるということです。全医師の半数がこのファミリード

クターとのことでした。   

 各地域には「ポリクリニック」と呼ばれる総合診療所

があります。ファミリードクターの手に負えない患者は

ここで治療を受けることができる。ここには、入院ベッ

ドがなく、入院を必要とする患者は病院に行くことにな

ります。つまり「ファミリードクター――総合診療所―

―病院」という３段階のネットワークが、全国民をカバ

ーしているわけです。しかも、これらの医療が国民に無

国連人権高等弁務官事務所へ 
キューバに関するレポートを送りました 
岩垂 弘（キューバ友好円卓会議 共同代表） 

報 

告 

キューバ友好円卓会議は９月23日、国連人権高等弁務官事務所（ＯＨＣＨＲ、本部・ジュネーブ）あてに「友好団体か

ら見たキューバ共和国」と題するレポートを送りました。 

 国連人権高等弁務官事務所は国連機関の一つですが、４年ごとに国連加盟各国の人権状況に関する報告書を発表してい

ます。その報告書をまとめるにあたっては世界のＮＰＯ、労組、市民団体、知識人団体などにレポートの提出を求めてお

り、キューバ友好円卓会議もキューバに関する感想を求められました。そこで、「友好団体から見たキューバ共和国」と

題するレポートを提出したわけですが、その全文は次の通りです。 
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料で提供されていることも、私たちの注目を集めました。

日本には健康保険制度がありますが、近年は国家財政の

赤字増大から個人負担が増えつつあり、医療費が無料と

いうキューバに羨望の念をもつ日本人も少なくありませ

ん。 

 ＷＨＯによると、2009年のキューバの平均寿命は78

歳で、世界ランキング35位。ちなみに米国は79歳で

29位。キューバは先進国並みの長寿国と言っていいでし

ょう。充実した医療制度が、キューバ人の平均寿命を押

し上げたとみて間違いありません。 

 

 この国の医療による国際貢献も特筆に値します。いわ

ば国際的な人道支援活動です。 

 この問題に関しては、私たちの招き2008年に来日し

たアレイダ・ゲバラさんが、キューバによる医療を通じ

た途上国援助について講演し、聴衆に感銘を与えたが、

在キューバ日本大使館専門調査員の山田泰子さんも、

2009年１月に同大使館で行った報告をまとめた調査報

告書『キューバの医療協力～軍事援助から白衣外交～』

で「キューバの医療協力の歴史は、1960年のチリ地震

に対する支援、一般的には、14ヶ月の長期に亘って医師

団の派遣が行われた1963年のアルジェリア支援に遡る

と言われる。キューバは、それ以来2008年８月までに、

103ヶ国に約18万5000人の医療関係者（医療分野の

専門家及び技師）を派遣する一方、医療従事者養成のた

め、キューバ国内に４万名以上の外国人学生を受け入れ

て来た」と述べています。 

 医療を通じた対外援助の対象地域は、主としてラテ

ン・アメリカ、アフリカ、アジアの途上国とのことです。 

 キューバはまた、ソ連のチェルノブイリ原発事故にあ

たっては、白ロシア、ウクライナから多数の被曝児童を

受け入れ、治療を無料で行ってきました。このことも特

筆に値します。 

 2005年にキューバで創設された「ヘンリー・リーブ

国際救助隊」も日本の市民の関心を集めています。ヘン

リー・リーブとは、キューバ独立戦争の時に、キューバ

側に立って戦った米国人の名前とのことです。この国際

救助隊には、キューバの医師、看護師、技師が所属して

おり、災害に見舞われた国・地域に派遣され、医療活動

を行っているとのことです。私たちが2006年にキュー

バから招いた若い女性医師は、この国際救助隊の一員と

してパキスタンで医療活動に従事した経験を話し、聴衆

に感銘を与えました。  

 

 私たちはキューバの教育制度についても、その実情を

広く日本の市民に伝えたいと努めてきました。日本の市

民にとっては、キューバでは、幼稚園から大学まで、す

べて無料という点にとりわけ関心があるようです。これ

には、日本では高等教育を受けるには高額の授業料を払

わなくてはならない、という事情が響いているようです。 

 

 日本では、キューバは有機農業の先進国、有機農業大

国とみられています。 

 キューバで有機農業が盛んになったのは1990年代の

後半からとみられています。きっかけは、ソ連の崩壊

（1991年）でした。それまでのキューバは、1959年の

革命以来、米国による経済封鎖が続いているということ

もあって、石油、食料、農薬、化学肥料から日用品にい

たるまで、ソ連に強く依存していました。それらが、ソ

連の崩壊によってほとんど途絶するという事態に直面し

てしまったのです。 

 当時のキューバの国内食料自給率は40％そこそこ。下

手をすると大量の餓死者を出しかねませんでした。こう

した危機下で、キューバ国民が選択したのは自ら食料を

生産しようという道でした。それも、農薬や化学肥料な

しの農業、すなわち有機農業でした。こうして、キュー

バは一人の餓死者を出すこともなく、野菜を完全自給す

ることに成功しました。要するに、ソ連崩壊によりやむ

を得ず始めた有機農業が、キューバの危機を救ったので

す。  

 日本でも、農薬の多用による弊害が問題化しつつある

時期でした。食料の農薬汚染、人間の健康への影響、環

境破壊といった問題がクローズアップされた時期でした。

それだけに、農薬を使わない、あるいは農薬の使用を減

らす農業への関心が高まり、キューバの有機農業に目が

注がれるようになりました。キューバを訪問する農民も

増えました。私たちは、キューバの有機農業を視察して

きた農民を招いてフォーラムを開きました。                                                                           

 2011年３月、日本では、大地震と津波により東京電

力福島原子力発電所で事故が起きました。これを受けて、

私たちは同年８月、「キューバはエネルギー危機をどう乗

り越えたのか」をテーマにフォーラムを開催し、ソ連崩

壊後、深刻な石油不足に直面しながらも、原子力発電所

を建設せず、再生可能な自然エネルギーの開発に挑戦し

たキューバの行き方を市民に紹介しました。 

 

 最後に一言。国際交流ＮＧＯピースボートは、世界各

地の人々との交流を促進するために毎年、地球一周の船

旅を実施していますが、船旅実施後、乗船者に「もう一

度訪ねてみたい国は」と問うと、キューバを挙げる人が

一番多いといいます。 

 どうやら、キューバは日本人にとって「大変魅力ある

国」であるようです。その理由の一つは、キューバ人の

開放的、楽天的気風にあるようです。それに、キューバ

が何よりも「平等」と「連帯」を基本的な国是として国

づくりをしようと努めていることに惹かれる日本人が多

いからだと思われます。日本では、このところ、国民間

で「経済的格差」が拡大していると感ずる人が増えてい

るからでしょう。 

 これまでの活動を振り返って残念なことがあります。

それは、キューバとの人的交流が日本側の一方的な交流

で終わっていることです。つまり、日本側から多くの市

民がキューバを訪問しましたが、キューバから日本へ渡

航してくれたキューバ国民はほとんどありませんでした。

国際交流は相互交流が原則です。キューバ国民の日本訪

問が実現するよう願ってやみません。                                                                          
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死者11人、家屋全壊15300 
 
2012年10月25日未明、強力なハリケーン「サンディ」

がキューバ東部を襲いました。時速170キロを超える風

速をもってこの地域を通過した「サンディ」は、スケー 

ルこそ５段階の２でしたが、近年キューバを襲った最も

破壊的なハリケーンの一つとなり、死者11人に加え、

甚大な物理的被害をもたらしました。 
 
主な被害は住宅に集中し、13 万件の被害のうち 15300

件は家屋の全壊でした。農業、電気、電話、交通、学校、

病院、店舗、食品工場でも深刻な被害が報告されていま 

す。医療施設は375件、教育施設は475件が被害を受

けました。 
 
現在、住民に食料、交通、燃料、建設資材、各種の修繕

用機材の供給を保障するために、復旧作業が進められて

います。 
 
ラウル・カストロ国家評議会議長は、直接主な被害を知

るために被災地を視察しました。全国の奉仕隊が動員さ

れ、復旧作業を手伝っています。 

（キューバ大使館ＨＰより） 

 

                                                              

キューバ東部を襲ったハリケーン「サンディ」 
かつてない甚大な被害をもたらす 
救援カンパに、ご協力ください 

山本伸司・パルシステム連合会理事長 

お
知
ら
せ 

救援カンパにご協力をお願いします 

「ハリケーン救援カンパ」と明記のうえ、下記へお振込みい

ただければ幸いです。お寄せいただいたカンパは、円卓会議

よりキューバへお届けします。 

※住所・氏名・電話・メールアドレスも明記ください。 
 

郵便振替 ００１００－９－４９９９５０     

加入者名  キューバ友好円卓会議 

 

出演者 

■広瀬隆さん (作家、ジャーナリスト) 

■山本太郎さん (俳優) 

■吉原毅さん (城南信用金庫理事長) 

■伊藤実さん (「浜岡原発を考える会」代表) 

■小笠原厚子さん (「あさこはうすの会」代表) 

■野瀬正彦さん (チェリスト) 

 
 

主催 「終焉に向かう原子力」実行委員会 

 

問合せ先 TEL ０３－３７３９－１３６８  

携帯 ０９０－９１３７－２４３７ 

E-mail shuuen@eagle.ocn.ne.jp 

http://shuennimukau.blog.fc2.com/  

原発全廃 絶対できる！ 大集会 [予約不要・先着順・2000人] 

日時 12月24日(月・振休) 13：30～18：00 (開場13：00) 

会場 日比谷公会堂 （地下鉄日比谷駅、霞ヶ関駅、内幸町駅、ＪＲ新橋駅） 

参加費 1000円(高校生以下無料) 

 

 


